
学校の第三者評価のガイドラインに盛り込むべき事項等について（ポイント（案））学校の第三者評価のガイドラインに盛り込むべき事項等について（ポイント（案））

学校が自ら学校運営を改善し、その教育水準の向上を図るとともに、適切に説明責任を果たして
保護者や地域住民等から理解と参画を得て学校づくりを進めていくため、自己評価や学校関係者評価に加えて、
第三者評価を導入することにより、学校評価全体の充実を図る

趣旨

学校教育法に規定されている学校評価の一環として、学校及び学校の設置者が実施者となり、
学校運営に関する外部の専門家を中心とした評価者により、教育活動その他の学校運営全体について、
専門的視点から評価を行うもの

学校の第三者評価の定義

実施体制

・学校及び学校の設置者が実施者となり、その責任の下で、第三者評価が必要であると判断した場合に実施
（法令上の実施義務や努力義務は課さない）

・具体的な実施体制については、地域や学校の実情に応じて、次のような取組を含め柔軟に対応

（例（ア）） 学校運営に関する外部の専門家を中心とする評価チームを編成し、評価を行う

（例（イ）） 学校関係者評価の評価者の中に学校運営に関する外部の専門家を加えるなどして、

学校関係者評価と第三者評価の両方の性格を併せ持つ評価を行う

（例（ウ）） 一定の地域内の複数の学校が協力して、互いの学校の教職員を第三者評価の評価者として評価を行う

※ 自己評価：各学校の教職員が行う評価（実施・公表の義務、評価結果の設置者への報告義務）

学校関係者評価：保護者、地域住民等の学校関係者による評価（実施・公表の努力義務、評価結果の設置者への報告義務）

資料２



・実施者が実施時期・日程、評価項目等を決定し、評価者が授業の観察等により評価

・各学校の目標の設定・達成に向けた取組状況など学校運営全体の在り方について評価し、

学校の優れた取組や今後の学校運営の改善につなげるための課題や改善の方向性等を提示

・過度に学校の事務負担が増えないように配慮する

学校の第三者評価のガイドラインに盛り込むべき事項等について（ポイント（案））学校の第三者評価のガイドラインに盛り込むべき事項等について（ポイント（案））

評価の実施

学校運営についての専門的視点から評価を行うことができ、評価対象校と直接の関係を有しない者
（例えば、教育学を専門とする大学教授、校長経験者など）の中から、実施者がふさわしい識見や能力を有すると
判断した上で選定

評価者

・評価者が責任を持って評価結果の取りまとめを行う

・評価結果は、評価対象校及び設置者等に報告

・学校は、評価結果を踏まえて、自ら学校運営の改善に努めるとともに、評価結果を学校関係者に説明、情報提供
（広く公表することについては慎重に対応）

・ 設置者は、評価結果を踏まえて、学校の支援や必要な改善措置を講ずる

評価結果

・ガイドラインは、まずは主として公立小中学校を念頭に置きつつ、市町村教育委員会の取組の参考となるよう構成

・幼稚園、高等学校、特別支援学校、私立学校については、その特性を踏まえた第三者評価の在り方について
さらなる検討が必要

学校種別による特性への配慮




